
 

 

 

第 15 回：出張よさこい概論 

～おらんくの池を渡った 

YOSAKOI～ 

 
 
 

 
 
今回は、高知大学で「よさこい概論」の講義をされている川竹先生をお迎えします。 
なぜ、よさこい祭りにはこれほど多くの若者が参加するのでしょうか。祭りを通じた交流が、

移住や地域との新たな関わりへと発展していった背景や、持続可能な文化としてよさこいを次世
代へつないでいくためには、どのような仕組みや取組が必要と思われるかなど、多面的な視点か
らお話しいただきます。よさこい祭りの成り立ちや魅力に加え、地域や社会との関わりにも目を
向けた「出張講義」です。お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。 
 
プロフィール：高知市出身。朝日新聞記者、三重県津市議会議員を経て、橋本大二郎高知県知事特別職秘書、安芸市

助役、高知大学次世代地域創造センター専門員等を歴任。高知大学においては、地域連携・地方創生

に携わる一方、文化人類学・民俗学の視点から地域文化の研究に取り組む。YOSAKOI ソーラン祭り

の創設に関わるほか、現在は地域貢献賞評価委員長を務めるなど、国内外に広がる「よさこい文化」

について調査と発信を行っている。 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

日 時 2026 年 10 月 3 日（土）14:00～15:30 

会 場 
こうち男女共同参画センター 「ソーレ」 3 階 研修室 2 

（所在地：高知市旭町 3 丁目 115 番地  電話：088-873-9100） 

対 象 者 環境の杜こうち会員他、どなたでも 

定 員 15 名（先着順）  

参 加 費 300 円（飲み物・お菓子代） 

様々な分野で活躍するゲストをお招きして、気軽に集い学び合

う交流の場です。新たな出会いと多様な視点を楽しみながら活

動の輪を広げましょう。 

※サステナブル（Sustainable）： 

「Sustain（維持）」と「Able（可能）」を組み合わせた言葉

で、直訳すると「持続可能な」という意味です。 

申し込み・問い合わせ 特定非営利活動法人 環境の杜こうち 

kochi@npo-kankyonomori.com TEL：088-802-2201 

 

話題提供者：川竹 大輔 さん 
 

高知大学客員准教授 環境の杜こうち理事 
 


